
内線
～ 年度

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

０８

平成２３年度　実施計画作成・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

建設部 課等名 都市計画課 361部等名 記入者名 郷元　茂

根拠法令・条例、関連計画等 都市計画法

事務事業名 出水駅東口緑地広場街路灯整備事業 事業期間 平成 平成 24
安全・安心で快適な都市基盤が整った人と自然を大切にするまちづくり

施　　策

24 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針

　予算細々目名 会計 款 項

H24年度の事業計画 H25年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

出水駅東口周辺の安全な通行と東口広場の有効な活用が図られ、駅東口周辺が活性化する。

H26年度の事業計画

０５ ０４
目 細目

３　事務事業の概要

出水駅東口緑地広場街路灯整備事業 ０１

　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

市民 街路灯・防犯灯の整備

公園・緑地の整備

細 施 策

街路灯・防犯灯の整備　９基 維持管理費 維持管理費

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

出水駅は九州新幹線が全線開業し、広域的な交通結節点としての機能が高まり、出水地域の玄関口に相応しい拠点
となっている。さらに、出水駅東口広場の市道出水駅東口広瀬線の歩道沿いに、安心して歩ける安全な歩行空間と
良好な景観を形成するため、歴史的な資源「武家屋敷」をイメージした街路灯、防犯灯を整備する。なお、点灯時
間帯は日没から日の出までとする。
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　事務事業の目的
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

駅周辺施設では防犯対策として適度の照明は不可欠であり、他市町でも当然実施している。

平成
年度まで
24

なし
いいえ

■ は　い

924

防犯対策として街路灯は設置されることか
ら、当然その成果は期待できる。

事務事業評価（事前評価）

指 標 名 単位
目標値

妥
当
性

□ は　い
理由

既存事業はない
■ いいえ

事業目的は緊急性及び妥当性があり、実施すべきと考える。

整備予定箇所に街路灯等はなく、通行の安全性、利便性を図るため早急に設置する必要がある。ま
た、さらに新幹線全線開業効果を上げるためにも設置は必要で、緊急性は高い。

基

②

22年度 23年度 24年度

②

9

□ 

方向性の理由、改善案等

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

理由

１　指標の推移
25年度

緊
急
性

区分

活
動
指
標

成
果
指
標

①

理由

出水駅周辺施設は九州新幹線の部分開業に伴い、市が整備しており、関連する街路灯整備について
も市が関与する必要がある。□ いいえ

効
率
性

方向性の理由、改善案等

最終目標
実績 目標 目標

26年度
年度

二次評価と同様に実施する。

方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に実施とするが、財政状況を勘案しながら補助事業等の
財源確保に努める。

今後の方向性（総合評価）

□ は　い
理由

目標 目標

街路灯・防犯灯の整備①


